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2022 年度 就職先を対象とした⼤阪医科薬科⼤学看護学部卒業⽣に関するアンケートのまとめ 

1．調査⽬的 
・本学看護学部卒業⽣の就職先に対し、就職先が重要とする能⼒や本学看護学部の卒業⽣が⼊職時に

修得できていた能⼒、本学の教育内容に関する意⾒等を調査し、本学の学位授与⽅針や学修成果等
が社会に必要とされる⼈材の育成に適したものとなっているかを検証する。 

2．調査期間 
・2023 年 1 ⽉ 10 ⽇〜2023 年 2 ⽉ 10 ⽇ 
3．調査対象 
・2019 年度以降、本学看護学部卒業⽣を採⽤していただいた 60 施設 
4．調査⽅法 
・2019 年度以降の本学看護学部卒業⽣の就職先の管理者に対し、無記名⾃記式質問紙調査（Google 

Form）を実施した。さらに⼤阪医科薬科⼤学病院には留置き法、外部施設には郵送法を併⽤した。
依頼⽂には、個⼈や団体が特定できるかたちでの公表はしない旨を明記した。 

5．調査項⽬ 
・調査項⽬は、1）就職先の概要（全病床数、種類）、2）本学看護学部卒業⽣の採⽤⼈数・現在勤務し

ている⼈数、3）就職先での業務遂⾏において重要と思われる能⼒、4）本学看護学部卒業⽣が⼊職
時に修得できていたと思われる能⼒、5）本学看護学部卒業⽣に対するイメージ、6）今後の本学看
護学部卒業⽣の採⽤意向、7）本学に今後期待すること、とした。なお、3）および 4）の能⼒は、本
学の学位授与⽅針に基づく 12 項⽬と、社会⼈基礎⼒に関する 4 項⽬とした。 

6．調査結果の概要 
・26 施設から回答が得られた（回答率 43.3％）。その概要は、以下のとおりである。 
1）本学の学位授与⽅針に関する 16 項⽬のうち、就職先での業務遂⾏に重要と思われる能⼒として、
「⽣命の尊厳および⼈権の尊重」「コミュニケーション⼒」「ストレスコントロール⼒」「多様な価値観
の尊重」「向上⼒と⾃⼰研鑽」「組織で働くための規律性」について、多くの施設で重要と捉えていた。 
2）本学の学位授与⽅針に関する 16 項⽬のうち、本学看護学部卒業⽣の⼊職時の修得度として、「⽣命
の尊厳および⼈権の尊重」「組織で働くための規律性」「多様な価値観の尊重」の項⽬について、修得
していたと捉えていた。⼀⽅、6 割未満の修得度であった項⽬は「新しい知識や技術の創造」」であっ
た。 
３）今後の本学看護学部卒業⽣の採⽤意向として、9 割以上の施設が「積極的に採⽤していきたい」
「現在と変わらず採⽤していきたい」と回答し、本学看護学部に期待することとして、6 割以上の施設
が「看護実践能⼒の向上」と回答した。 
４）以上から、本学の学位授与⽅針は就職先の求める⼈材と概ね合致していると考えられた。学⽣個々
によって個⼈差があると思われるものの、卒業時に⼗分に修得できていない項⽬があり、それらに関
する教育の検討が今後の課題である。今後も継続して卒業⽣や就職先からの意⾒を聴取し、教育改善
に活かすことが重要である。 
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Ⅰ．貴医療機関・貴施設の概要について 
1．全病床数 

  施設数 ％ 
1〜19 床 0 0.0% 
20〜99 床 2 7.7% 
100〜199 床 3 11.5% 
200〜299 床 1 3.8% 
300〜399 床 2 7.7% 
400 床以上 17 65.4% 
その他（無床，⾏政機関等） 1 3.8% 
合計 26 100.0% 

 
2．種類 

  施設数 ％ 
⼤学病院 6 23.1% 
国⽴病院 1 3.8% 
公⽴病院 11 42.3% 
社会保険関係団体の病院 1 3.8% 
医療法⼈ 5 19.2% 
個⼈病院 0 0.0% 
都道府県 0 0.0% 
市町村 1 3.8% 
企業 1 3.8% 
その他 0 0.0% 
合計 26 100.0% 

 
3．過去 5 年間（2016 年〜2020 年度）の本学看護学部卒業⽣の採⽤⼈数 
 

  施設数 ％ 
1 名 10 40.0% 
2 名 6 24.0% 
3 名 2 8.0% 
4 名 1 4.0% 
5 名 2 8.0% 
9 名 2 8.0% 
30 名 1 4.0% 
256 名 1 4.0% 
合計 25 100.0% 

 
 
 
 

 

全病床数

1～19床 20～99床

100～199床 200～299床

300～399床 400床以上

その他（無床，行政機関等）

 

種類

大学病院 国立病院

公立病院 社会保険関係団体の病院

医療法人 個人病院

都道府県 市町村

企業 その他

 

過去5年間の本学卒業生の採用人数

1名 2名 3名 4名 5名 9名 30名 256名
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4．上記のうち、現在も勤務している本学看護学部卒業⽣の⼈数 
  施設数 ％ 
0 名 1 4.0% 
1 名 12 48.0% 
2 名 3 12.0% 
3 名 3 12.0% 
4 名 2 8.0% 
6 名 1 4.0% 
8 名 1 4.0% 
20 名 1 4.0% 
211 名 1 4.0% 
合計 25 100.0% 

 
Ⅱ．貴医療機関・貴施設の採⽤基準について 
1．貴医療機関・貴施設で業務を遂⾏していくなかで重要と思われる能⼒ 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.⽣命の尊厳および⼈権の尊重

2.多様な価値観の尊重

3.幅広い教養と基礎学⼒

4.看護学* に関する基本的な専⾨知識

5.看護学* に関する基本的な専⾨技術

6.個別の健康課題に対する看護実践⼒

7.健康課題の把握とその解決への取り組み

8.多職種との連携・協働

9.国際的な視点

10.看護に関する課題の探求

11.新しい知識や技術の創造

12.向上⼼と⾃⼰研鑚

13.組織で働くための規律性

14.コミュニケーション⼒

15.ストレスコントロール⼒

16.情報通信技術（ICT）の活⽤⼒

貴医療機関・貴施設で業務を遂⾏するために重要であると思われる能⼒

⾮常に重要である ある程度重要である あまり重要でない 全く重要でない

 

現在も勤務している卒業生数

0名 1名 2名 3名 4名 6名 8名 20名 211名
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2．1 以外に重要だと思われる能⼒ 
8 施設から以下の回答が得られた。 
 洞察⼒：⼈の話をよく聞き、相⼿が何を⾔わんとするか考え判断する⼒、物事の本質を⾒抜く⼒ 
 ⾃⼰肯定感 
 レジリエンス⼒（２件） 
 社会⼈としての基礎（社会⼈基礎⼒） 
 判断⼒ 
 複合課題への対応⼒、システム思考、看護管理能⼒ 
 ⾃⼰の健康管理能⼒ 
 
 
Ⅲ．本学看護学部卒業⽣について 
1．Ⅱ-1 の能⼒について、本学看護学部卒業⽣の⼊職時の修得度 
 

 
 
2．本学看護学部卒業⽣に対するイメージ 
17 施設から以下の回答が得られた。 
 真⾯⽬（5 件） 
 努⼒している(2 件） 
 素直で看護業務に熱⼼に取り組む姿勢がある 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.⽣命の尊厳および⼈権の尊重
2.多様な価値観の尊重

3.幅広い教養と基礎学⼒
4.看護学* に関する基本的な専⾨知識
5.看護学* に関する基本的な専⾨技術

6.個別の健康課題に対する看護実践⼒
7.健康課題の把握とその解決への取り組み

8.多職種との連携・協働
9.国際的な視点

10.看護に関する課題の探求
11.新しい知識や技術の創造

12.向上⼼と⾃⼰研鑚
13.組織で働くための規律性

14.コミュニケーション⼒
15.ストレスコントロール⼒

16.情報通信技術（ICT）の活⽤⼒

本学看護学部卒業⽣の⼊職時の修得度

⼗分修得していた ある程度修得していた
あまり修得していなかった まったく修得していなかった
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 専⾨職として⾃⽴した⾏動やアセスメントできる⼈材である 
 ゆっくりではあるが、確実に成⻑している。 
 個⼈差はありますが、着実に実践⼒を⾝に着けていると思います。 
 学⼒が⾼く、真⾯⽬な⽣徒が多い。個々の性格によるかもしれませんが、⼈慣れするのに時間がかか

る。 
 責任感を持って真摯に取り組むことができる。協調性が⾼く今後の成⻑に期待が持てる。 
 礼儀正しく、⾔葉遣いも丁寧で、医療⼈として、患者さんを尊重した関わりができています。 
 2018 年より以前にも採⽤しておりますが、貴学卒業⽣の看護師は積極的に学習する姿勢を持ち、当

院のリーダークラス看護師として活躍してくれています。 
 はきはきとしていて話はしていますが、社会⼈としての態度や⾔葉遣い、責任について未熟であった

ので、当初個別指導が必要でした。⼦どもは⼤好きなところは良かったです。 
 適応⼒が乏しく、柔軟性にかける 
 ３名中２名が今年度で退職の⽅向です。 
 申し訳ありませんが、あまり良いイメージがなくなりました 
 
 
3．今後の本学看護学部卒業⽣の採⽤意向 
 

  施設数 ％ 

積極的に採⽤していきたい 

（現在よりも増やしていきたい） 
17 70.8% 

現在と変わらず採⽤していきたい

（現在と同程度採⽤していきたい） 
5 20.8% 

採⽤を⾒直していきたい 

（現在よりも減らしていきたい） 
2 8.3% 

合計 24 100.0% 

 
4．上記の 3 で、「採⽤を⾒直していきたい」を選択した理由 
3 施設から以下の回答が得られた。 
 採⽤は学校で選択している訳ではありません。働く意欲があるのか、⾃分の意⾒をきちんと⾔えるか、

⼈を敬う気持ちを持っているか、⾝体的にも⼼も健康であるか等を⾯接で⾒ていきます。そのためど
この学校の学⽣を何⼈採⽤するか等考えることはありません。専⾨学校や⼤学ではなく⼈を⾒て採⽤
します。 

 1 名は全く患者全体を捉えることができず、⼀つひとつのケアや業務も何か⽉も⼀⼈では出来ない状
況であったこと、もう 1 名は採⽤数ヶ⽉で、学⽣時代から他にやりたいことがあり、そちらの採⽤試
験を受けたら合格したので辞めますという状態でした。個⼈の問題とも思いますが、やはりそのよう
な⽅が続いているという理由です。 

 指導にかなりの時間を要し、看護師として必要な柔軟性がない採⽤者であった。 
  

 

今後の本学看護学部卒業生の採用意向

積極的に採用していきたい（現在よりも増やしていきたい）

現在と変わらず採用していきたい（現在と同程度採用していきたい）

採用を見直していきたい（現在よりも減らしていきたい）
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Ⅳ．本学看護学部について 
1．本学看護学部に今後期待すること（複数選択可） 

 
 
上記の 8「その他」について、5 施設から以下の回答が得られた。 
 レジリエンス⼒ 
 倫理観のある⼈材育成 
 看護師として常に⽬標を持ち、その達成に向かって努⼒することの必要性やそのことがプロとして厳

しいものであることを学⽣時代から伝えていっていただきたいと 
 保健師教育の上乗せ 
 社会的な常識 
 
 
2．本学看護学部の教育に関する意⾒・要望 
7 施設から以下の回答が得られた。 
 連携をお願いします。 
 先⾏き不透明な時代で柔軟に対応できる、へこたれない⼈材を求めています。 
 コロナ禍での教育⼤変なことが多いでしょうが、今後ともよろしくお願いいたします。 
 今回は、8 つの所属に個⼈の評価を照会し、平均値により回答しましたが、⼀括して回答が難しいこ

と、多くの⼤学から同じような調査をいただき繁忙であるため、次回からは各所属（保健所及び各区
役所）に照会いただきたく、よろしくお願いいたします。 
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1.看護実践能⼒の向上

2.学部での保健師・助産師教育の継続

3.⾼度実践看護師の育成

4.教育・研究能⼒の向上

5.地域の⽣涯学習の拠点

6.社会貢献（地域貢献，産官学連携等）

7.世界的な研究・教育拠点

8.その他

本学看護学部に今後期待すること

期待する 期待しない


